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r協同労回の協同組合』法制化をめざす而民会議

　　　　　　一市民会議設立への一言一

（順不同50音順）

◇荒木昭夫（日本児童青少年演螂劇団協議会国問）

　職業的基盤の確立を願う児童・青少年演劇

人は、いま劇団の事業協同組合を作ろうとし

ています。「協同労働の協同組合」が法制的に

はまだないからです。

　この法制化が実現するとき、「事業協同組合」

のままで、その連合会組織に加盟するべく、

提案していく準備を考えています。

　演劇は徹頭徹尾「協同労働」そのものだか

らです。

◇有本信昭（岐阜大学地域科学部教授）

　長引く不況、若者の高い失業率など、とく

に若い世代に良くない影響を与えています。

　若者に、くらしと労働の新しい形を提案す

る方向で、運動が展開しますよう、期待致し

ております。

◇飯澤理一郎（北海遣大学大学院農学研究科助敦擾）

　会の発展と、そして法制化の実現を心より

期待します。小生も北の地で頑張りたいと思

います。

◇池上甲一（近畿大学敦授）

　企業優位・市場優位の杜会から、市民優

位・労働者優位・暮らし優位の社会へ変革す

るために、「協同労働の協同組合」に法的根拠

を。

　労働の復権が生きがい、働きがいを担保す

るのでは？

◇池上　惇（京部大学名誉教授）

　ご盛会を願っております。

◇磯部武（センター事業団・神奈川ブロック）

　労協、高齢協づくりに草の根から参加し、

人生の最終期に到達し、老いを生き抜くため

にも、法制化をめざす市民会議づくりに参加

したいと思います。

◇一番ヶ瀬康子（長崎純心大学教授）

　盛会を心より期待しております。

◇悔原健次郎（佛教大学）

　「協同労働の協同組合」の法制化を実現さ

せ、21世紀のキーワード共生協同の輪を広げ

よう。

◇大黒　聡（長野大学講師）

　失業の増大、非正規労働者の増大など、雇

用の流動化が進むなかで、「杜会に役立つ」働

き方が大きく求められています。このような

労働を杜会的に認知するための「法」がぜひ

必要です。

◇大高全洋（山形大学教授）

　今年は「平和の文化国際年」、来年からは

「世界の子どもたちのための平和と非暴力の文

化国際10年」ですね。子どもは“愛と協同”

の営為（いとなみ）のなかでしか十全に成
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と思われます。このような協同組合は、ヨー

ロッパ諸国では社会連帯協同組合と呼ばれて

いますが、この推進力となっているのは、ワ

ーカーズ・コープと市民の自発的活動です。

わが国においても、このようなタイプの協同

組合に法的地位を付与することが望まれてお

り、福祉杜会の実現に必要な方策であると考

えます。

◇関　英昭（青山学院大学法学部教授）

　「自由」は、これを戦い取ってこそ価値が

あるものです。明治憲法における法律の留保

による基本的人権保障の如き、現行民法の法

人法定主義には困ったものです。

◇竹内孝仁（日本医科大学教授）

　私が関心を持つのはコミュニテイ・ケアで

す。従来地域福祉は、公的サービスと介護保

険下での民間事業を柱として行われてきまし

たが、いわゆる「住民参加」の重要性が指摘

されており、このことと協同労働とが実態と

してどのように結びついていくのかが今後の

関心と課題となります。当分試行錯誤が続く

ことでしょう。

◇武田一博（沖縄国際大学教授）

　現代日本の政治的にも経済的にも倫理的に

も腐敗と混乱のきわみの中で、新しい希望に

満ちた未来を展望できるのは、自覚的市民の

協同による取り組みだけです。

　市場とグローバリズムの力の前に、協同組

合運動に何ができるという人もいますが、21

世紀は必ず協同組合の時代となるでしょう。

　この市民会議がその新たな一歩を切り開く

ことを願ってやみません。

されるよう期待します。

◇田中　茂（国民森林会議幹事）

　20世紀から21世紀への跨世紀に国内外にわ

たって大きなうねりのようなものがおきつつ

あることを感じます。既成のタテ割行政に適

合した協同組合の枠をこえる新たな協同組合

法制が実現する時が近づいていることを確信

し、私も微力をつくしたいと思います。

◇田中恒子（大阪教育大学教授）

　労働の歴史の新しい発展的な一歩を踏み出

す活動が始まったことをうれしく思います。

◇富沢賢治（聖学院大学教授）

　21世紀の最大の課題を一言で言えば、「協同

労働によるコミュニティの活性化」というこ

とになると思います。

ぜひとも法制化を実現したいものです。

◇中田重厚（明星大学教授）

　労協法制定という世紀の人事業に向けて、

いまの自分に出来ることは、日本全国で様々

な分野で活躍している諾活動と法制定に向け

てのとりくみを一人でも多くの人に知っても

らい、組織づくりのプロモーターになること

だと考えています。

◇中村尚司（龍谷大学教授）

　JamesRob帥s㎝氏の話を京都で聞きました。

◇野々垣務（さいた毒教育文化研究所

　　　　　　法政大学講師）

　子育て・文化協同の運動にもお力添えをお

願い致します。協同総研に太く位置づけても

らえるとありがたいです。

◇武田道隆（山形県高齢者福祉生協顧問）

　協同組合運動にとって画期的な事で、成功
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